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        今年も8月15日、靖国に行った。


 


今から二年前、「靖国神社」は、創立１４０周年を迎えた。


由来は、戊辰戦争などの明治維新で命を落とした人々のために明治天皇によって、明治2年（1869）建てられた東京招魂社が始まりで、明治12年（1879）に「靖国神社」と改称された。以来、幕末から第二次世界大戦までの戦没者の霊を祀ってきた。
　「靖国」という社号も明治天皇の命名によるもので、「祖国を平安にする」「平和な国家を建設する」という願いが込められているとのことである。
　　また、靖国神社は東京を代表する桜の名所であり、境内に東京の桜の開花の基準となるソメイヨシノがあるのは有名である。


そして、相撲場では奉納大相撲も実施される。



さて、この年の夏は麻生内閣であった。


報道によると、
どうも麻生総理は行かないと言っており、野田聖子消費者大臣は、きっぱり行くとそして、
中曽根外務大臣は、まだ決めていないという。


一方、靖国神社も、ご多分にもれず、戦争に行かれた方たちが減ってきたので、運営に経済的に厳しくなってきているようである。


元議員の扇千景さんが靖国神社崇敬奉賛会の会長に初めて女性でなったこと等、冊子に書いてあった。



さて、靖国は、ご存知の方はたくさんいらっしゃると思いますが、


 


地下鉄「九段下」下車、エスカレータを降りると右手は東京理科大、左は靖国通りその向こう側、の道は、北の丸公園へ行く。そしてその先はすぐ千鳥ヶ淵を左手に見ながらちょっと歩くと、
【靖国の鳥居】が見える。観光バスがたくさん止まっているが、人が少ないのに驚く。
鳥居をくぐると、


【狛犬】がいるが、両方とも口をあいていて、阿吽ではないと思ったが。
まっすぐ歩くと、


【大村益次郎の高い像】に当たる。
それを過ぎて、左側の売店に入る。数年前は、小泉純一郎饅頭がたくさん置いてあったが、置いてあるのは、【鳩山サブレの関係】のみ。麻生太郎饅頭がない。


今年は、「自衛隊ありがとう」のラベルであった。
菊の御紋がついた【門】を過ぎて、【本殿】に。


本殿周は、西欧人と中国人が意外に多い。
本殿の中の写真を撮ろうとした中国系の人が、ガードマンに注意を受けていた。


何か謝っていたようなことを言われていたが、全く中国もできない私にはジェスチャーで思ったに過ぎない。
その右手が、【遊就館】。中に入ると、【機関車、ゼロ戦そして大砲】が展示されている。
お土産売り場では、昔の軍隊のような【帽子】、そして【折り紙】、表紙がほっぺたの赤い女の子の絵が描かれたものが売っていた。なんとなく懐かしさが込み上げてきたのはなぜだろうか。
二階は、日露、太平洋戦争の関係のものが展示されているが、ここはいろいろ人によって感じ方が違うかもしれない。


ただ、展示品を見てまわっていると臨場感がでてくる


以前、両親を連れて行ったとき、他のお年寄り夫婦がオヤジに話しかけられてきて、苦労話をお互いにしていた。


戦争を経験しない私は、話には入れないが、何かこの年代の方のさびしさを感じた。


やはり、戦争はだめだ。
外に出ると、【若い兵士の銅像】がこちらを見ている、特攻隊であろうか、近くに行かなかったのでどうかわからない。


近くに【能楽堂】がある。桜の時期には、ここで月奉納夜桜能をやるそうだ。少し歩くと、
先ほどとは別の売店がある。ここでは、麻生太郎饅頭が売っていた。それぞれすみ分けているのかな。
木立の下では、【骨董品の市】が開かれていた。


何人かの西洋の方が、結構興味深そうに見てまた、いろいろ買っていた。


今日は残念ながら、政治家は見かけませんでした。
そして、【千鳥ヶ淵】に行く。桜の時期の喧騒さに比べ、夏のここは、雨のせいかもしれないが人がいない。お堀に沿って歩いて行くと右手に【千鳥ヶ淵戦没者墓苑】がある。
雨のせいか、人が二三人しかいない。


合掌。













        第二話　上野界隈


暑いさなか、東京国立博物館に「伊勢神宮と神々の美術」を見に行った。


 


上野駅から降りて、歩いていくと、右に国立西洋美術館がある。


ル・ルコルビジェというフランスの建築家が設計したコンクリｰトの四角い建物がある。


今、世界遺産を目指しているようで、道にその事を書いた旗がたくさんはためいていた。


上野動物園に行く家族の多いこと。


国立科学博物館を過ぎ、東京国立博物館に着く。


国宝級の展示が多い。


・古事記中巻　１３７１年写し


・延喜式　１０世紀


・熊野速玉大神坐像　９～１０世紀


等々。


 


そして、出口を出て右に行くと、急に旧池田家の門に出会う。


休日公開のみ、公開されている。かなりの門だ。思わず写真をバチバチ撮ってしまった。


 


国際子ども図書館、東京芸術大学を見ながら寛永寺がある。


かなり広い。


 


そして、両大師に。


人が誰もいない。


なかなか、良いお寺だ。門がまた立派。


 


そして、上野東照宮に行く。


行ってがっかり、本体が工事中のようで、工事用シートに本堂の絵が描かれていた。


工事がいつ終わるとかは探したが、どこにも書いていない。


もう少し、親切にして欲しいものだ。


それから、近くにある花園稲荷神社に。


キツネがかわいい。


 


つづいて、しっとりした五條天神社に。


 


歩き続けて、不忍池に着く。


蓮の花が、ぼちぼちと咲いていたので、写真を撮りまくった。


 


ちょっと離れた旧岩崎邸庭園に行く。


ボランティアの女性の方が、室内を細かく案内説明をしてくれた。


それで、４００円、安い！


三菱財閥の潤沢なお金で、贅沢ざんまいな内装だった。


この岩崎邸は、自宅があるが、接待は、おもに現在の清澄公園で行ったとのこと、昔の財閥はすごい。













        第三話　世田谷線界隈


世田谷線に乗って、松陰神社前で降りる。


まっすぐ、行くと商店街の両脇に「神社の祭り」の旗がたなびいていた。


商店街を抜けると「松陰神社」にでた。


十数年前に一度来たことがあったので、松下村塾の建物は思い出したが、戸は閉ざされていた。


そして、裏に回ると吉田松陰、そして長州藩の維新前に亡くなった若き武士の墓があった。


【吉田松陰は安政６年１０月２７日、安政の大獄に連座し江戸伝馬町の獄中にて３０歳の若さで刑死された。その４年後の文久３年、松陰の門下生であった高杉晋作、伊藤博文、等によってこの世田谷若林の地に改葬された。神社所在地一帯は江戸時代から長州毛利藩藩主毛利大膳大夫の別邸のあったところで大夫山と呼ばれていた。


明治１５年１１月松陰門下の人々が相謀り、墓畔に社を築いて先御霊を祀り忠魂の鎮座するところに。今日の社殿は昭和２年から３年にかけて造営されたものとのこと。】


神社を後にして、今回の注目していた「世田谷代官屋敷」に行った。


なんと、やはり月曜日は休みか。ネットで調べたが、休みは載ってなかったぞ。


　【世田谷代官屋敷は彦根井伊家の世田谷領２０ヶ村の代官所で、代官の陣屋として建てられたのではなく、この地の名主であり世襲で代官職を務めた大場家宅を役所とした邸宅兼用の代官所だったようだ。現存する建物は代官所としての特徴も見られますが、武家屋敷というよりも豪農の邸宅としての形態をよく伝えています。表門も武家屋敷の長屋門形式ではなく、民家の門に近い簡素な形です。この主屋と表門は明治期以後も大場家によりそのまま受け継がれ、今も旧態を保存している貴重な建物なので、大場家主屋及び表門として国の重要文化財に指定されている。】


それを後にし、世田谷八幡神社へ。


【祭神は應神天皇（おうじんてんのう）、仲哀天皇（ちゅうあいてんのう）、神功皇后（じんぐうこうごう）。


寛治五年（1091年）後三年の役の帰途、源義家公がこの宮の坂の地で豪雨に会い天気回復を待つため、滞在することとなり今度の戦勝は日頃氏神としている八幡大神の御加護に依るものと思い、豊前国の宇佐八幡宮の御分霊をこの地に勧請しお祭りしたとのこと】.


 


 


 


源頼朝が千百九十二年に幕府を開く前になるか。


 


大きい神社で、本殿前で自動車のお祓いが行われていた。


その神社の鳥居の横に「厳島神社」と書かれていた社があった。


昼なのに、カラスが啼いている。


力石が、たくさんあった。


そして、最後は、猫で有名な豪徳寺、


井伊家の墓、そして奥には、井伊直弼の墓が。


五重塔は新しい。


それにしても、カラスが多い。


【彦根藩二代目藩主、井伊直孝が鷹狩りの帰りに、夕立に見舞われた。
雨宿り場所を探し困惑していると、 豪徳寺の前で寺の和尚さんが飼っていたネコ（タマという名前だったとされる）が、手招きするような仕草をしていた。
そこでお寺の門をくぐり、雨宿りしながら説法を聞いていると、轟音と共に稲光が。なんと、今しがた通った道に雷が落ちたのだった。命拾いした直孝は感謝し、お寺の再建を約束。これが縁で、豪徳寺は井伊家の菩提寺となった。老中・井伊直弼のお墓がここ世田谷にあるのも、そういうご縁によるとされる。
また、死後に祭られたタマにちなんで、片手をあげた猫の像を造ったところ人気を呼んだのが、招福猫児のルーツとなったと伝えられる。】













        第四話　表参道から明治神宮


①表参道


明治神宮へ行こうと思って、表参道で降りたら、そこには表参道ヒルズがすぐそこに建っていた。表参道ヒルズを右に見ながら歩道を歩くがなぜ平日の月曜日なのに、こんなに老若男女が多いこと、多いこと。


せっかくだから、デジカメで久しぶりに新しいものを撮ったが、度胸がいったし、カメラアングルが難しい。


近い時期にマイアルバムにつたない写真を載せます。


さて、表参道ヒルズだが、


2006年 表参道ヒルズは安藤忠雄の設計で作られた建築物である。


以前ヒルズに入ったが、各階とのつながりは、スロープになっていた、


しかし、入っているお店が、私には全く関わりのない店だったので、すぐに出てきた記憶がある。


今日は、外からの見学。


プロのカメラマンとすれ違う。


ヒルズのお店のウインドウを覗くと、まあなんと品が良いこと。


だんだん原宿に近づくにつれ、若者が多くなってきたような。


若い娘さんが、携帯で写真を撮っている。


【安藤忠雄：昭和１６年大阪生まれ。独学で建築を学び、 昭和４４年に安藤忠雄建築研究所を設立。 代表作。


姫路「兵庫県立こどもの館」 、スペイン「1992年セビリア万国博覧会日本政府館」


大阪「大阪府立近つ飛鳥博物館」 、大阪「サントリーミュージアム〔天保山〕」


パリユネスコ本部「瞑想空間」 、京都「大山崎山荘美術館」


淡路島「淡路夢舞台」 、愛媛「南岳山光明寺」


イアリア・トレヴィソ「FABRICA－ベネトンアートスクール」


イタリア・ミラノ「アルマーニ・テアトロ」 、アメリカ・セントルイス「ピューリッツァー美術館」


大阪「大阪府立狭山池博物館」 、大阪「司馬遼太郎記念館」


神戸「兵庫県立美術館」】


②明治神宮


ＪＲ原宿駅を右に見ながら、明治神宮の一番鳥居をくぐる。


両側は、木々、通路は、砂利敷き、歩きにくい。


東京都心とは思えない静けさ。あの初詣の込み具合が想像できないほど、人はまばらで、異国の人が目立つ。神宮御苑は江戸時代、加藤及び井伊家の下屋敷であったらしい、面積は83000平方メートルと広い。


歩いて、少し経つと「代々木　この地は代々樅の大木が育つということで‘代々木’という地名が生まれた。この木は二代目」と書かれた看板があった。


もう少し歩くと、右手に寄進された酒樽、左手にワイン樽が壁のようにそそり立っていた。


ワインの壁では、異国のアベックが写真を撮っていた。


二番鳥居を過ぎると正面に大きく和歌が描かれた看板が見えた。


「明治天皇　　あさみどり　澄みわたる大空の廣きをおのが　心ともかな」


「昭憲皇太后　朝ごとに　むかふかがみのくもりなく　あらまほしきは　心なりけれ」　


そして、三番鳥居をくぐると本殿に出る。


神主がお祓いを行っていたので、中では皆がそれを見守っていた。


それが終わると賽銭の音、柏手の音が鳴り響いた。


【由来：


　　明治４５年７月３０日に明治天皇が、大正３年４月１１日に昭憲皇太后が崩御になり、御神霊をおまつりしたいとの国民の熱誠により、大正９年１１月１日に、両御祭神と特に縁の深い代々木の地に御鎮座となり、明治神宮が創建された。


昭和２０年４月、太平洋戦争で空襲により、当初の主要建物は焼失。 

　昭和３３年１１月、国の内外から多くの浄財が寄せられ、神社建築の粋を集めて復興造営がなされ現在の社殿が完成。


平成５年１０月、平成の御大典記念事業として造営の神楽殿が竣功。また、明治天皇御生誕１５０年記念境内施設整備事業の一環として同１４年に社務所が新築。】


 













        第五話 鎌倉（妙法寺、上行寺、大巧寺、鶴岡八幡宮）


１、妙法寺


入門するときに、三脚お断りと書いてあったので、どうしたらよいかと聞いたら


あずかると言われたので、預けた。


後で調べると、以前、一般のカメラマンが多く来て、三脚を立て、写真を撮ったため、


だいぶ寺が迷惑したようである。


 


建長5年(1253)8月、日蓮大聖人が鎌倉松葉ヶ谷に構えた法華堂を始めとする。 
弘長3年(1263)5月には大光山本国土妙寺として創立された、宗門史上最初の祖跡寺院。


この妙法寺の前身、本国寺はなかなかの寺格だったようで、鎌倉幕府崩壊当時の四世日静聖人の父は上杉頼重、母は足利氏の女、または足利尊氏の母方の叔父と伝えられている。1333年に鎌倉幕府は崩壊しますが、庇護者であった足利一族は京都へ転進。


その足利尊氏と後醍醐天皇が対立し、南北朝時代に突入するのもご存じの通りですが、その南北朝の対立がここに有ったお寺にも大きな影響を及ぼしたようだ。
後醍醐新政下で勅願寺となっていた同じ日蓮宗の妙顕寺に対抗し、京都の日蓮宗門徒を押さえる為に足利尊氏は自分の息のかかった日蓮宗の寺が必要になった。
そこで尊氏は六条楊梅に広大な寺域を得て鎌倉から本国寺を移転させ、自分が擁立した北朝・光厳天皇の勅定により、新たに帝の勅願寺としたらしい。


で、その松葉ケ谷の跡地に今度は後醍醐天皇の孫で、護良親王の子の５世日叡上人がこの妙法寺を立てたと。


大覚堂には、


熊本城の天守閣に祀られていた加藤清正の像が細川家から寄進され、それもこのなかに安置されているんだそうです。細川家もこのお寺に帰依していたようだ。


江戸時代にはかなり興隆したそうで、日本で最初の川施餓鬼を隅田川で行ったとか。川施餓鬼と言うのは、功徳をあらゆる亡霊のために回向（えこう）しようという趣旨で、少しずつお金を出し合い、回向すべき故人の戒名を、日牌、月牌の二つの大きな位牌に記入し河原でおまつりするんだそうです。


精霊流しの原型でしょうか？　


江戸市民はもとより、大大名から将軍家までが帰依し、１１代将軍徳川家斉もしばしば参拝したとか。そのため総門、仁王門、法華堂は朱塗りにしたのだそうですが、現在朱塗りなのはこの仁王門だけです。


このお寺は苔の寺として有名ですが、その謂われがこの石段。


あまり日が当たらないようで、石段が苔むしていました。


日叡上人の父、護良親王の墓があります。
藪蚊の多いこと、多いこと。


 


２、上行寺


大町四ツ角からバス通りを名越方向に進んだ右手側にある日蓮宗寺院。もと京都本国寺末。１３１３（正和２年）日範上人が創建した。
　本堂は１８８６（明治１９年）、名越松葉ケ谷の妙法寺の法草堂を移築したものといわれる。江戸後期、肥後の大名細川家が作ったとされ、軒の表欄間には竜の彫り物、格天井には花鳥の絵、欄間には十二支の彫刻が施されている。
　本尊は三宝祖師。本堂には日蓮上人像、開山日蓮上人像が安置されている。
　すべての病、特に癌に効があるとされる瘡守（かさもり）稲荷をまつる稲荷堂と、鬼子母神をまつる薬師堂がある。


 


３、大巧寺（だいぎょうじ）


大通りに面した小さな寺である。


いろいろな花が咲いて綺麗だ。


元は頼朝の祈願所で大行寺といって十二所にあったが、頼朝がある戦いのときこの寺で練った作戦で平家に大勝したため大巧寺と改め、1320（元応２年）に現在地に移された。若宮大路に面した朱塗りの門のところに「頼朝戦評定所」の碑がたっている。本尊は安産の神様とされる産女霊神（うぶすめれいじん）。550年前の室町時代、難産のために死んで霊となり人々を苦しめていた女の霊を当時の住職であった日棟上人が鎮め、安産の神として祀ったことに由来する。以来、安産の神として「おんめ様」の通称で親しまれるようになった。日蓮宗の寺。


 


４、鶴岡八幡宮
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そして、あたりは暗くなったので、江ノ電に乗り江の島に向かった。


 













        第六話　池上本門寺から馬込の社寺
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仁王門手前には長栄堂と日蓮像、仁王門をくぐって左手（西側）には日朝堂、鐘楼、霊宝殿、経蔵があり、境内東側の墓地内には五重塔が建っている。


境内北側には本殿、客殿、朗峰会館、松涛園などがある。
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本門寺は、鎌倉・室町時代を通じて武士の庇護を受け、江戸時代に入ってからも紀伊徳川家の等諸侯の祈願寺となり栄えた。


総門 


元禄年間の建立と伝える。「本門寺」と刻された扁額は本阿弥光悦によるものとのことだが、現在掲げられている額は複製のようだ。 


 


五重塔


高さ29メートル。空襲による焼失をまぬがれた貴重な古建築の1つで、江戸幕府2代将軍秀忠の乳母である正心院日幸尼の発願により、1608年（慶長13年）に建立されたとのこと。


全面ベンガラ（赤色塗料）塗り、建築様式は初層は和様、二重から上は禅宗様。


 


本殿 


1969年（昭和44年）に、戦災で焼失したのを再建したもの。


戦後に建てられた近代仏堂建築として評価が高いとのこと。


 


日蓮像 


仁王門手前の石段の脇に立つ。昭和58年、日蓮の700回忌に建立された。


 


経蔵 


五重塔とともに、第二次世界大戦の空襲に焼け残った建物の1つ。1784年に建立。


２．臼田坂の「子育地蔵尊」


本門寺から結構歩き臼田坂の坂上にでると、「子育地蔵尊」がある。


この地蔵は臼田家の先祖が故郷の甲州から運んだものであると言われている。


戦災に遭い顔は剥落している。


 


３．麿墨塚


平家物語の宇治川先陣争いで梶原景季が乗った名馬「麿墨」


 


４．湯殿山神社


湯殿神社と出羽三山の山岳信仰
出羽三山（山形県）とは月山、羽黒山、湯殿山の三つの山をさす、古くより信仰されたが江戸時代になり庶民の信仰が始まり、三山登拝が行われたとのこと。


青面金剛立像、宝暦12年(1762)駒型。観世音菩薩半跏像、寛文6年(1667)。地蔵菩薩像2体鳥居脇にある。


 


５．大田区立郷土博物館に。


無料で、良いところだ。


６・長遠寺


きれいなお寺だ。


江戸の石仏があるらしいが、見ることができなかった。


残念。


７．宗福寺


よくわかりませんでした。













        第八話　佐原小江戸めぐり


以下のコースで、探訪して来ました。


　伊能忠敬記念館→忠敬旧宅→蕎麦屋　小堀屋本店→三菱銀行佐原支店本館→町並舟めぐり


→東薫酒造→観福寺→香取神宮→山車会館


①　伊能忠敬


今から２００年前の江戸時代中期に、初めて実測による 正確な日本地図 を作製するという大事業を達成した人物。


延享2年（1745年）1月11日、神保貞恒の次男として上総国山辺郡小関村（現・千葉県山武郡九十九里町小関）の名主・小関五郎左衛門家で生まれる。


幼名は三治郎。


6歳の時、母が亡くなり、婿養子だった父は兄と姉を連れ実家の武射郡小堤村（現・横芝光町小堤）の神保家に戻るが、三治郎は祖父母の元に残る。


宝暦12年（1762年）、18歳の時に、下総国香取郡佐原村（現・香取市佐原）の伊能家に婿養子に入り、商人として活動する。


伊能家は、酒､醤油の醸造､貸金業を営んでいた他、利根水運などにも関っていた。


寛政6年（1794年）12月、50歳の時に、家督を長男景敬に譲り隠居、翌年江戸に。


江戸幕府の天文方・高橋至時に師事し、測量・天文観測などを修め、寛政12年（1800年）、56歳の時に、第1次測量を開始。


幕府は、伊能忠敬に全国の測量をさせると共に、薩摩藩の偵察の意味合いも重きにおいて全国に派遣させていたとされる。


また、この際の測量により、緯度1度がおよそ111km程度に相当すること、またそれを元に、地球全体の外周がおよそ4万km程度であると推測した。


この値は、現在計測されている数値と0.1%程度の誤差であり、忠敬の測量の正確さを物語る。


こうして作られたのが大日本沿海輿地全図であり、大変精度の高い日本地図として評価された。完成したのは忠敬没後の文政4年（1821年）であった（仕上げ作業を担当したのは高橋至時の子、高橋景保）。


佐原の観福寺に、彼の遺髪をおさめた墓がある。


死後の文政11年（1828年）、シーボルトがこの日本地図を国外に持ち出そうとしたことが発覚し、これに関係した日本の蘭学者（至時の息子高橋景保ら）などが処罰された（シーボルト事件）。


その忠敬が、生涯学習時代や高齢化社会の今日、日本を代表する希望の星として注目を集めているようだ。


ボランティアで説明していただいた方が、８３歳でお元気。　うらやましい、人生だ。


たびたび「、５６歳からで忠敬が第二の人生を送ったので、皆さんもまだまだ」と言っていた。


平成１０年５月２２日（金曜日）に、忠敬の業績と生涯を展示した「伊能忠敬記念館」が開館したとのこと。


 


②観福寺


寺伝によれば、寛平2年（890年）、尊海僧正の開基という。本尊は平将門の守護仏とされる聖（しょう）観世音菩薩。千葉氏の祈願所として歴代武将の厚い信仰を受けていたが、中世以降佐原の伊能家一族の信仰を受けるようになった。伊能忠敬の墓地（髪と爪を納める）がある。


③香取神宮


寺伝によれば、寛平2年（890年）、尊海僧正の開基という。本尊は平将門の守護仏とされる聖（しょう）観世音菩薩。千葉氏の祈願所として歴代武将の厚い信仰を受けていたが、中世以降佐原の伊能家一族の信仰を受けるようになった。伊能忠敬の墓地（髪と爪を納める）がある。


大師堂 - 弘法大師像が安置され、川崎大師などとともに関東厄除三大師のひとつと称される。


観音堂 - 本尊聖観世音菩薩像が安置されている。


不動堂 - 身丈5尺、総高8尺の不動明王像を安置。　　


鐘楼


創建は、紀元前643年と伝えられている。『常陸国風土記』によると、神代の時代に肥後国造の一族だった多氏が上総国に上陸し、開拓を行いながら常陸国に勢力を伸ばした。この際に出雲国の拓殖氏族によって農耕神として祀られたのが、香取神宮の起源とされている。


創建年が古すぎるとの異論もあるようだ。


鹿島神宮と共に蝦夷に対する大和朝廷の前線基地であり、重要視されていた。平安時代に「神宮」の称号で呼ばれていたのは、『延喜式神名帳』によると伊勢神宮・鹿島神宮・香取神宮の三社だけであった。
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        第九話　目黒不動尊　界隈


散策の経路は、


安養院→目黒不動→海福寺→五百羅漢寺→成就院


です。


 


東急目黒線の不動前駅西方を降り、かむろ坂＊という坂を上り、十字路を右へ入り、しばらく行くと右手に寺がある。


この寺が、最初は目黒不動尊かと思って境内を散策したところどうもおかしい。


本堂を見て初めてここは、安養院という寺だと分かった。



　１）安養院


　安養院の本尊は釈迦涅槃像つまり亡くなって横たわっているお釈迦さまとのこと。
　創建は平安時代と伝えられるが、永い間衰退していて寛永元年（1624）木食唱嶽によって再興された。
　山門と、栃木市の定願寺から移築された観音堂は江戸時代のもので立派である。
　堂横には石造念仏供養と宝篋印塔が建っている。


なにしろ、石造物が多いだけでなく、種類がまたいろいろで、興味のある方は、かなり楽しめます。


写真を撮りまくってしまいました。


正面に「南無阿弥陀仏」と刻まれている念仏供養塔は高さ3.6メートルで、延宝3年（1675）庚甲講の人たちによって造立されたとの説明あり。


まさに、石仏寺です。


＊かむろ坂：伝承によるとかむろ坂の名称は、江戸前期の浪人・平井権八が辻斬り強盗の罪で延宝7年（1679年）に鈴ケ森刑場において処刑され、目黒区下目黒三丁目付近にあった東晶寺に葬られた。恋仲の吉原の三浦屋の遊女・小紫は、権八の処刑の報を聞いて、東晶寺に向かい墓前で悲しみのあまり自ら命を絶った。


小紫を心配した三浦屋の下女であった「かむろ」が東晶寺へと向かい、小紫の死を知った。その帰り道に当地の付近で襲われそうになり、桐ケ谷二つ池に飛び込み自害した。これを偲んでかむろ坂の名称がついたとか。


悲劇の坂です。


 


２）瀧泉寺（りゅうせんじ）（目黒不動尊）


瀧泉寺（りゅうせんじ）は、天台宗の寺院。


不動明王を本尊とし、一般には目黒不動（目黒不動尊）の通称で呼ばれる。江戸五色不動の一つ。江戸三十三箇所第33番札所。関東三十六不動第18番。


青木昆陽の墓がある。


寺伝では大同3年（808年）に慈覚大師円仁が下野国から比叡山に赴く途中に不動明王を安置して開創したというが、どこまで史実を伝えるものか不明のようである。


1615年に本堂が火災で焼失。


1624年徳川家光によって再建され、以後徳川幕府の庇護を受け繁栄するようになった。


文化・文政の時代に「江戸の三富」と呼ばれた富籤（とみくじ）が行われていた（他は湯島天神、谷中感応寺）。今でいう、宝くじのようなものでしょうか。


寺名の由来となった、境内の独鈷滝（とっこのたき）を浴びると病気が治癒するとの信仰があった。


境内は台地と平地の境目に位置し、仁王門などの建つ平地と、大本堂の建つ高台の2段に造成されている。仁王門をくぐると正面に大本堂へ至る急な石段がある。


石段下の左方には独鈷の滝（とっこのたき）、前不動堂、勢至堂などがあり、右方には書院、地蔵堂、観音堂、阿弥陀堂などの古いまた、新しい建物がある。


境内の建造物は、


①仁王門 - 三間一戸の朱塗りの楼門で、再建のRC造。


②独鈷の滝 - 本堂へと登る石段下の左手に池があり、2体の龍の口から水が吐き出されている。伝承では、慈覚大師円仁が寺地を定めようとして独鈷（とっこ、古代インドの武器に由来する仏具の一種）を投げたところ、その落下した地から霊泉が涌き出し、今日まで枯れることはないと言い、今日も流れていた。


その上の斜面には、なぜか、多くの小さな石仏が立ち並んでいる。


③前不動堂 - 独鈷の滝の左方にある宝形造朱塗りの小堂。江戸時代中期の建築で趣がある。


④勢至堂 - 前不動堂のさらに左方にある宝形造の小堂。やはり、江戸時代中期の建築。


⑤大本堂 - 急な石段を登った先の一段高い土地に建つ。入母屋造に千鳥破風をもつ大規模な仏堂で、30年ほど前、再建されたRC造建築。


⑥大日如来像 - 大本堂の背後にある露座の銅製仏像。膝前で印を結ぶ胎蔵界大日如来像で、天和3年（1683年）の作。支えている石垣には、名前が書き込まれている。江戸時代の寄進した人々たちの名前だろうか。


である。


３）比翼塚


伝承によるとかむろ坂の名称は、江戸前期の浪人・平井権八が辻斬り強盗の罪で延宝7年（1679年）に鈴ケ森刑場において処刑され、目黒区下目黒三丁目付近にあった東晶寺に葬られた。江戸において恋仲となっていた吉原の三浦屋の遊女・小紫は、権八の処刑の報を聞いて店を抜け出し、東晶寺に向かい墓前で悲しみのあまり自ら命を絶った。来世で二人が結ばれるのを祈って造られたという比翼塚が不動尊の前にある。


 


４）海福寺


万治元年（１６５８）明（みん）の帰化僧隠源（いんげん）が江戸深川に開創した黄檗宗
の寺で、明治４３年にここに移転したと説明看板に書かれている。


右には住宅が押し迫っており、階段下の入り口から上を見ると少し、明治後期に上落合の泰雲寺から移建された赤い四脚門が見えるくらいの小さなお寺です。い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山門に入る前の左側に宝筺印塔「永代橋沈溺諸亡霊塔」２基がある。これは文化４年（１８０７）永代橋落死者供養のために建てられたもので、台座にはその由来と遭難者名が刻まれている。


　本堂の右側の梵鐘は天和３年（１６８３）江戸の有名な鋳物師、藤原正次＊の作とのこと。


日本の古鐘に形式に範をとり特異な考案によって造られ、江戸時代の梵鐘中でも類例の少ない名作と言われているようだ。


 


（＊藤原正次


　江戸時代の有名な鋳物師で、藤原家は代々鋳物師として続いていたようである。


以下調べたその例を載せました。（新宿区内のみ）


　　①　浄栄寺（じょうえいじ）の梵鐘：　元禄9年（1696）8月（浄土真宗・市谷薬王寺町27）
　区内で3番目に古い梵鐘。区内最古の梵鐘である誓閑寺の梵鐘を鋳造)した鋳物師と同一鋳物師（西嶋伊賀守藤原兼長）が鋳造したもの。


② 善慶寺(ぜんけいじ)の梵鐘：　元文4年（1739）3月　（浄土真宗・富久町2-12）
　区内で9番目に古い梵鐘。当時の江戸の代表的鋳物師の一人、大田近江大掾藤原正次（３、４代か）の作。梵鐘の竜頭（梵鐘の頂部分）等に技術的特徴があらわれているとのこと。 ）


九層の石塔。
かつて武田信玄の館にあったと伝わる塔である。
江戸名所図会でも紹介されており、昔から寺の名物であった。


 


４）五百羅漢寺


入館料３００円を払って入る。近代的な建物の中に、五百羅漢が坐している。


こんなに種類が多いのかと驚いてしまった。


また、入口に保存のよい庚申塔があった。


 


５）成就院


天台宗の宗祖、比叡山開山伝教大師最澄の高弟、慈覚大師円仁は栃木県壬生町生まれ。


大師は若いときから眼病を患った。


その後大師、諸国巡化のみぎり、肥前の松浦で海上に光明を放ち、さきに海神にささげた薬師の像が、蛸にのって浮かんでいた。


その後東国をめぐり天安２年（８５８）目黒の地に来た時、諸病平癒のためとて、さきに松浦にて拝み奉った尊容をそのままに模して、一刀三礼、霊木にきざみ、護持の小像をその胎内に秘仏として納め、蛸薬師如来とまつられた。


そして、‘蛸薬師’と言われるようになった。


また境内には、大きな石仏像がある。


 この石仏像は、徳川二代将軍秀忠公の側室　お静の方の発願で奉納されたもの。


わが子保科正之の栄達を祈念し、また成就のお礼として奉納された「お静地蔵」が建てられている。


元禄九（１６９６）年と刻まれた庚申塔や享保十三（１７２８）年と彫られた石仏がひそやかに佇んでいる。


享保１３年は、吉宗が日光社参したとしで、元禄九年ごろは、生類憐み令の時代であった。


（お静は江戸城大奥にあがり将軍の寵愛を受け「お腹さま」となることを願い、三体の観音像を納め奉り、その素願かない慶長１６年（１６１１）に男子「幸松麿」が授かります。その後、秀忠公正室、浅井崇源院の威勢を畏れながらもその恙ないご成育を祈り３体の地蔵を刻み納められます。そして再び願いが叶い、また家康公の側室見性院殿（武田信玄公の娘）の庇護もあり、保科正光公の養子となり、元服後、保科正之公となります。
　元和年間、三代将軍家光公は、目黒で鷹狩のみちすがら、当山に参拝され、瞬興和尚（中興第１５世）とのご法談の折、正之公との浅からぬ縁を知り、それにより寛永８年、正之公は信州高遠城主となります。お静は、大願成就の御礼として、阿弥陀如来像を納め奉りました。
　正之公は後に山形城主、さらに正保元年会津藩二十三万石の城主となり、会津松平家の祖なります。また家光公の命により四代将軍家綱公の後見人として、幕政に力を注ぎ、善政を施されました。
　お静地蔵はその由来により、古くから縁結び・子宝・子育て・出世・福徳・開運を願う人々の信仰を集めてこられました。）













        第十話　鎌倉　長谷寺


鎌倉駅→長谷寺→収玄寺→　名も知れぬ海に面した神社→稲村ヶ崎→由比ヶ浜→江の島


 


横須賀線に乗ってからしばらくして、北鎌倉を通り過ぎたところ、車窓から円覚寺付近が見えた。


あまり人数がないので、安心した。


鎌倉駅を降り、江ノ電に乗り換える。


なんとホームが溢れそうに混んでいる。


まだまだ、鎌倉も人気があるようだ。


「長谷」で降りる。歩道も人がいっぱい。


三百円の入場券を買って、長谷寺に入るとまた人、人。


最近設置された現代的なお地蔵様、代わる代わる皆、写真を撮っている。


結構、境内が広い。


異国の人も多い。


（観光と信仰、生と死、宗教）といろいろ考えてしまった。


そして、長谷寺と長谷駅の中間ぐらいの歩道に面した収玄寺。


狭い境内だが、人は全くいない。


古い五輪塔が、淋しく佇んでいた。


撮影スポットで有名な稲村ヶ崎、そして、由比ヶ浜へ。


風が強くなってきた。


浜につく。日が暮れてきたのに、まだ何人かが、サーフィンをやっていた。


駅に戻って、江ノ電に乗る。


鎌倉高校前駅から見る夕暮れの江の島と富士は、絶景である。


江の島で降り、桟橋を渡ったところで、海に沈む～沈む夕陽を撮る。













        第十一話　川崎の影向寺（ようごうじ）


田園都市線の梶が谷駅を降り、市民プラザ通りを下ってしばらくすると、左側に天台宗無量山養福寺がある。


天台宗の寺院で本尊は阿弥陀如来坐像。調布の深大寺末で無量山昌谷院と号する。明治、大正及び昭和の初期まで高声念仏の道場であったとのこと。


境内には、阿弥陀如来、不動明王、大日如来、勢至菩薩、普賢菩薩、文殊菩薩、虚空蔵菩薩、千手観音菩薩の新しい像が並んでいる。


また、古そうな六地蔵そして、石造十三塔もひそかに佇んでいる。


そこを後にし、しばらく歩いて、道路を右に入り、


急な坂を上って突き当たりの道路を右に曲がると、右に威徳山影向寺がある。


宝永7年（1710）撰述の『影向寺仮名縁起（かなえんぎ）』によると、奈良時代の天平12年（740）に聖武天皇の命を受けた僧行基によって開創されたと伝えられているとのこと。
　ところが、近年の発掘調査の結果、奈良時代と推定される大型の掘立柱（ほったてばしら）建物跡・瓦塔（がとう）片・塔の基壇などが確認され、さらに出土した古瓦の様式から創建の年代は白鳳時代末期（7世紀末）にまで遡ることが分かった。


金堂（本堂）の基壇は創建以降、版築（はんちく）工法による掘り込み基壇が8世紀中頃から後半に構築され、15世紀前後 頃に行われた改修を経て、 現在の薬師堂と同一の基壇が江戸時代の元禄7年（1694）に築かれるまでに、少なくとも4回にわたって変遷していた事実も解明されている。


創建当時の影向寺は、この地を支配していた有力豪族の氏寺として出発したものと考えられる。それが奈良時代の律令体制の中に組み込まれ、橘樹（たちばな）郡の郡寺として公的な性格をもつ寺院へと発展。


その後、平安時代には南都系宗派から天台宗への改宗がおこなわれ、中・近世には本堂を取り囲むように溝や土塁が構築されて、寺観は大きく変貌した。 
　その境内に入ると正面に本堂、左手に鐘楼、右に聖徳太子堂が建っている。


趣のある本堂と太子堂の間の奥側には、樹齢六百年前と言われる銀杏の木とそのそばに、かわいい石造の小僧がほうきを持って立っている。


そのまた近くに、新しい六地蔵が赤いよだれかけをかけて立っている。


　本堂の裏には、かなり傷んでいる野仏がいくつか無造作に立ち並んでいる。


歴史的には、かなり奥深いお寺であるが交通の便が悪いせいか静かであった。


また、お寺を出たところに、小さな祠の中に庚申塔が大事に祀られていたのが、嬉しかった。


 













        第十二話　人形町の東京水天宮


半蔵門線、水天宮駅で降りる。


まずは、昼食を‘玉ひで’で親子丼を食べるため、新大橋通りをしばらく歩き、そして、甘酒横丁のところで左に曲がるとすぐに右に‘玉ひで’の建物がある。人がたくさん並んでいる。‘玉ひで’は宝暦十年（1760年）御鷹匠の家に生まれた山田鐡右衛門が27歳の時‘玉鐡’として軍鶏専門店として開業、五代目で‘玉ひで’と改名したとのこと。


並んで30分ぐらいか、店の中に入ると、靴を預け、食券を買い案内される。ほとんどが相席のようだ。鳥スープとお茶がすぐに出てくる。頼んだお椀の色が黒の名代親子丼（1300円）と香物一つが数分して持ってこられた。


廻りを見るとお椀が金色（特上親子丼1700円）も多い。


最近、親子丼を食べていなかったので、味の比較ができないが、ちょっと甘いような気がした。


甘酒横丁には煎餅や、いなり寿司や、タイ焼きや等小さな商店が多い。ちょっと先には明治座、浜町公園がある。


そして、人形町通りのからくり櫓（11月11日にＯＰＥＮ記念の催し予定）の写真を撮り水天宮に行く。人はまばら、建物も新しい。赤ん坊を抱いて写真を撮ったりしている家族がいいた。


そして、人形町をフラフラしていたら、新大橋通り沿いに階段があり登ると大観音寺。


馬頭観音像も展示されていた。小さなお寺？である。


 


１）水天宮


福岡県久留米市の水天宮（久留米水天宮）を総本社とする。


水天宮の発祥は、今から約820年前。


　平清盛の血をひく安徳天皇は、源氏の厳しい追及に京都から西へ西へと逃げて行った。


しかし、ついに壇ノ浦の合戦で、源氏の軍船に取り囲まれ、祖母の二位の尼に抱かれ、母の建礼門院と共に波間に身を躍らせた。


時に1185年、安徳天皇8歳。
　仕えていた官女の按察使局（あぜちのつぼね）は、ひとり源氏の追っ手を逃れ、九州は筑後川に辿り着きました。局も壇ノ浦で共に入水しようとしたのですが、二位の尼に止められ、お前は生きて、われらの霊を慰めよ、との命を受けた。
　局は川のほとりに小さな祠を建て、安徳天皇とその一族の霊を慰める日々を送りました。これが今に続く水天宮の起源と伝えられている。
　その後、有馬忠頼公により、現在の久留米市瀬下町に7000坪の敷地が寄進され、豪壮な社殿が造られた。
　江戸時代、参勤交代が義務づけられ藩主は、領地を離れ、江戸詰をしなくてはならない。その間は、水天宮にお参りができないので、第九代頼徳公は、久留米から分霊をして、江戸屋敷内（現在の港区にあった）に、水天宮を祀った。


1818（文政元）年、東京水天宮のはじまり。
　本来、お殿様の屋敷神として祀られたもので、一般の人がお参りすることはできなかったが、江戸っ子たちの信仰は次第に高まり、塀越しに賽銭を投げ込む人が後を絶たなかったので、遂に五の日に限り屋敷が開放され、参拝が許された。
　人々は、「情け深い」ことを感謝する際に、有馬家と水天宮を洒落て、「情けありまの水天宮」と口癖のように言い、「恐れ入りやの鬼子母神」という言葉と共に、江戸の一種の流行語だった。
　1871（明治4）年、水天宮は屋敷の移転と共に赤坂に移り、さらに翌年、現在の日本橋蛎殻町に移転。
　


２）大観音寺


境内狭し。鎌倉時代の作と推定される鋳鉄製観世音 菩薩像の仏頭を本尊とする聖観音宗の寺院, 観音菩薩の仏頭はもと錬倉市雪下の鉄 井から出土したと伝えられる。
明治6年 (1873)東京に移され，この地に仮堂を 建て安置した明治9年が大観音寺の起源と される。
頭部のみであるが，錬倉時代に関 東を中心に発達した鉄仏のうち，秀作といわれるがどこにあるか分からず。













        第十三話　　回向院


 


貨幣会館→神田明神→湯島聖堂→柳橋→回向院→吉良邸跡→江戸博物館


 


東京駅日本橋口から歩く。


貨幣博物館は無料である。


古いのから新しいものまで、あらゆる日本の貨幣があった。一見の価値あり。


さらに歩いて、神田明神社に。七五三、結婚式とはなやかである。


また、資料館に入るが、ここも無料である。


社が多い。銭形平次の碑があった。


そして、昌平坂を上り、湯島の聖堂へ。ここの展示場は、２００円？


趣があるところであった。


柳橋へと歩く。川には屋形船が何艘も浮いている。


川際には、舟屋や佃煮やがきわどく立っている。


橋の欄干にはなんと、簪が埋め込まれていた。なんと粋な！


回向院へ、鼠小僧次郎吉の墓に詣でる。


室内には大きな仏像が窓の明かりにぼんやりとうかんでいた。


とうとう吉良邸跡にきた。首洗い井戸もまだあった。


さいごに、江戸博物館に。常設展は６００円、価値は十分ありました。


ぎりぎり３時に入ったので、ボランティアの女性に案内してもらうことができた。


この人は、１４日間歩いて東海道を一気に歩いて行ったそうだ。


さすが、よくご存じです。感謝です！


 


（神田明神）


当社は天平２年(730)に出雲氏族で大己貴命の子孫・真神田臣（まかんだおみ）により武蔵国豊島郡芝崎村―現在の東京都千代田区大手町・将門塚周辺）に創建。
その後、天慶の乱で活躍された平将門公を葬った墳墓（将門塚）周辺で天変地異が頻発し、それが将門公の御神威として人々を恐れさせたため、時宗の遊行僧・真教上人が手厚く御霊をお慰めして、さらに延慶２年（1309）当社に奉祀した。戦国時代は、太田道灌や北条氏綱といった名立たる武将によって手厚く崇敬された。
慶長５年（1600）、関ヶ原の戦いが起こると、徳川家康公が合戦に臨む際、戦勝のご祈祷を行なった。江戸幕府が開かれると、元和２年（1616）に江戸城の表鬼門守護の場所にあたる現在の地に遷座、幕府により社殿が造営される。


大正12年（1923）、関東大震災により江戸時代後期を代表する社殿が焼失。昭和９年、鉄骨鉄筋コンクリート、総朱漆塗の社殿が再建された。


（湯島聖堂）


徳川五代将軍綱吉は儒学の振興を図るため、元禄3年（1690）湯島の地に聖堂を創建して上野忍岡の林家私邸にあった廟殿と林家の家塾をここに移した。これが現在の湯島聖堂の始まり。


その後、およそ100年を経た寛政9年（1797）幕府直轄学校として、世に名高い「昌平坂学問所（通称『昌平校』）」を開設。
大正11年（1922）湯島聖堂は国の史跡に指定されたが、翌12年（1923）関東大震災が起こり、わずかに入徳門と水屋を残し、すべてを焼失。


この復興は斯文会が中心となり、昭和10年（1935）工学博士東京帝国大学伊東忠太教授の設計と㈱大林組の施工により、寛政時代の旧制を模し、鉄筋コンクリート造りで再建を果たした。


 


（柳橋）


柳橋は神田川が隅田川に流入する河口部に位置する第一橋梁で、その起源は江戸中期、当事は下柳原同朋町（中央区）と対岸の下平右衛門町（台東区）とは渡船で往来していたものの不便な為元禄10年（1697年）に架橋を願い出て許可され翌11年に完成。


その頃は隅田川の船遊び客の船宿が多く花街として新橋と共に東京を代表する場所になり、柳橋芸者は遊女と違い唄や踊りで立つ事を誇りとし、プライドが高かったと言われている。



名前の由来は


	1.矢の倉橋が矢之城（やのき）橋になり、さらに柳橋になる。


	2.柳原堤の末にあったことに由来する。


	3.橋のたもとに柳の木があったことに由来する

　など諸説があるようだ。


 


（回向院）


今からおよそ350年前の明暦3年(1657年)に開かれた浄土宗の寺院。
　この年、江戸には「振袖火事」の名で知られる明暦の大火があり、市街の6割以上が焼土と化し、10万人以上の尊い人命が奪われた。


この災害により亡くなられた人々の多くは、身元や身寄りのわからない人々だった。


当時の将軍家綱は、このような無縁の人々の亡骸を手厚く葬るようにと隅田川の東岸、当院の現在地に土地を与え、｢万人塚」という墳墓を設け、遵誉上人に命じて無縁仏の冥福に祈りをささげる大法要を執り行った。


このとき、お念仏を行じる御堂が建てられたのが回向院の歴史の始まりである。
　無縁寺・回向院は一方、境内堂宇に安置された観世音菩薩や弁財天などが江戸庶民に尊崇されることとなり、様々な巡拝の札所となり、また江戸中期からは、その地の利が尊ばれて全国の有名寺社の秘仏秘像の開帳される寺院として、境内は毎年のように参詣する人々で殷賑をきわめたようである。


そして江戸後期になると勧進相撲の定場所が当院に定められ、明治末期までの七十六年間、いわゆる“回向院相撲”の時代を日本相撲史上に刻んだ。













        第十四話　円覚寺から


 


横須賀線で、北鎌倉で下車。


九時半なのに円覚寺に行く人が、多い。


入口の前で、にわか写真家たちが紅葉の写真を撮っている。


いつ頃から、こんなにカメラマンが増えたのであろうか。


三百円払って、中に入る。


門の前の紅葉にまた人が集まっている。


読経の声がどこからともなく聞こえてきた。


昨日の雨が、茅葺の屋根から湯気が立ち昇っている。


銀杏も黄色に輝いている。


そして、線路を渡って、浄智寺へ。


二百円払い、中に入る。


静かなお寺だ。


歩いていると、土手に子を抱いている石仏が静かに佇んでいた。


初めてみた珍しい野仏だ。


浄智寺の門を出て、急坂を上り続けて、葛が原神社に。


そして、源氏山公園に。


源頼朝の銅像が、大きくそびえていた。


下り道を降りて、小町通り。


人の多いこと。


そして、妙本寺へ、無料がうれしい。


鐘楼が紅葉に映えていた。


 


１）円覚寺


1282年（弘安5年）、鎌倉時代後半北条時宗が中国より無学祖元禅師を招いて創建された。北条時宗は18歳で執権職につき、不安な武家政治の中で心の支えとして、無学祖元禅師を師として深く禅宗に帰依された。時宗は禅を弘めたいという願いと蒙古襲来による殉死者を（敵味方区別なく、冤親平等に）弔うために円覚寺建立を発願されました。名前の由来は建立の際、大乗経典の「円覚経」が出土したことから、また、瑞鹿山、山号の由来は開山国師（無学祖元禅師）が仏殿開堂落慶の折、法話を聞こうとして白鹿があつまったという奇瑞から瑞鹿山（めでたい鹿のおやま）とつけられた。開山国師（無学祖元禅師）の法灯は高峰顕日、夢窓疎石と受け継がれその流れは室町時代に日本の禅の中心的存在となり、五山文学や室町文化に大きな影響を与えた。


江戸末期（天明年間）に大用国師（誠拙周樗）が僧堂・山門等の伽藍を復興され、宗風の刷新を図り今日の円覚寺の基礎を築いた。




２）浄智寺


　鎌倉五山の四位に列せられる寺。弘安４年（1281）、執権北条時頼の三男宗政の菩提を弔い、 宗政とその子師時を開基として宗政の妻が建立した。 現在の建物は関東大震災後に再建されたものだが、自然林に囲まれた静かな境内は国の史跡に指定されている。 石段を登ると正面に、上部に鐘を吊り下げた楼門か立つ。奥には曇華殿と呼ばれる仏殿があり、本尊の三世仏坐像が祀られている。 阿弥陀、釈迦、弥勒の三体からなるこの仏像は１５世紀の作でそれぞれ過去、現在、未来を表す。 参道沿いの石段脇には鎌倉十井に数えられる“甘露ノ井（かんろのい）”がある。


 


３）葛原神社


御祭神「日野俊基卿」は、後醍醐天皇の側近として鎌倉時代末期に活躍され、建武中興の成功を見ずして、この葛原が岡で露と消えた。
日野家は代々文話博士の家柄で俊基卿の父種範も大学頭として花園天皇に仕えていたが、特に学問に優れていた俊基卿は、後醍醐天皇の信任を受け文話博士・大内記・従五位下蔵人・右中辨従四位下という位を授かった
俊基卿が活躍した鎌倉時代末期には鎌倉幕府の荒廃に不満を抱く武将も多く、俊基卿は日野資朝卿と共に後醍醐天皇を中心とした倒幕計画を進めるが、幕府方の監視も厳しく思うように事が進まないので、比叡山延暦寺からの訴状を読み上げる際に「楞巌院（りょうごんいん）」と読むべき所を故意に「慢巌院（まんごんいん）」と読み誤り、多くの失笑を受けた俊基卿は病と称して、以来公式の場から身を隠され、修験者に身を代え紀伊国へ進み楠木正成ら有力な勤皇武士を集めることに専念した。
しかし、この倒幕計画は密告により幕府方に漏れてしまい、正中元年（１３２４）俊基卿は首謀者として資朝卿と共に六波羅に捕らわれ（正中の変）一時鎌倉に護送されたが、幕府方は資朝卿を佐渡に流すことで俊基卿を釈放した。
俊基卿は後醍醐天皇の下で再び北條氏討滅計画を進めるが、これもまた幕府の知るところとなり、元弘元年（１３３１）僧文観・円観と共に幕府に捕らわれ（元弘の変）俊基卿は鎌倉に護送され、翌年後醍醐天皇も隠岐へ流される。
そしてこの年の６月３日俊基卿は当時刑場であった葛原が岡において
「秋をまたで葛原岡に消ゆる身の露のうらみや世に残るらむ」




４）妙本寺


妙本寺は、日蓮宗の寺院です。日朗を開山として文応元年（1260)に創建された。もとは比企能員の屋敷で、建仁３年（1203)、比企の乱で比企一族が、北条氏を中心とする大軍に攻められ、滅ぼされた地(悲劇の比企一族)。その後、比企能員の末子の比企大学三郎能本が日蓮上人のためと比企一族の霊を弔う為に堂を建てたのが始まり。境内には日蓮聖人鎌倉開教聖地の碑がある。


 


 


 


 


 













        第十五話　江の島から稲村ケ崎へ


小田急江の島駅で下車。


今年三回目、今日は寒いが富士山がきれいに雪をかぶっているのが見える。


江島神社そして、龍恋の鐘に行く。階段のきつさにはまいった。


戻って、江ノ電江の島駅まで２０分ぐらい歩く。


そして、稲村ケ崎で降り公園まで歩くが、風の強いこと、寒すぎる。


カメラマンが風にも負けず、富士と江の島と夕陽にカメラを構えている。


波も荒れていた。


江の島の展望台がライトアップされた。


 













        第十六話　浜離宮恩賜庭園


 


JR新橋駅からゆりかもめの下を歩いて、ほぼ十五分くらいで浜離宮恩賜庭園に着く。


入園料300円。


この冬のシーズンは静かである。


ここは徳川家将軍家のである。


承応三（一六五四）年、鷹狩り場に四代将軍家綱の弟で甲府宰相の松平綱重が、海を埋め立てて甲府浜屋敷をと呼ばれる別邸を建てた。その後、綱重の子、綱豊（家宣）が将軍になった時に、将軍家の別邸となった。


この別邸を浜御殿と言ったようだ。


明治維新後は皇室の離宮となり「浜離宮」名を変えた。


そして、昭和二十年に東京と所有となった。


鴨場が安永七（一七七八）年と寛政三（一七九一）年築造された二つの池がある。


中島の再建された御茶屋そして、三百年の松（家宣の時代に植えられた松）と言われる松が太い枝が低く張り出している。


残念ながら、この時期は花類は咲いているものが無いが季節によって、桜、牡丹、花菖蒲、萩そして紅葉がすばらしそうである。


またこの庭園から汐留の超高層ビルがそびえ立っているのがよく見えるが、庭園内は静寂である。


 


第十六話　祐天寺


東横線祐天寺駅で下車し、歩いて十分ぐらいで寺内に入る。


 


祐天寺は、享保３年（１７１８）祐天上人を開山と仰ぎその高弟祐海上人が創建した寺院。
当時新しい寺院の建立は幕府の厳しい制約があって困難だったが、祐天上人のかねてからの強い希望と、祐海上人の大変な努力によって、享保８年「明顕山祐天寺」の寺号が許された。
以来、将軍吉宗の浄財喜捨や特別の保護を受けるなど、徳川家と因縁のある寺として栄えてきた。


なお、境内には、将軍綱吉息女竹姫寄進の「仁王門」および阿弥陀堂や稲荷堂、将軍家宣夫人天英院寄進の梵鐘と鐘楼、地蔵堂など江戸時代の遺構を伝える建造物のほか、江戸消防ゆかりのもの、かさね供養塚などがある。
墓地には、「祐天上人の墓」）や柳原愛子やなぎはらなるこ（大正天皇生母）の墓等の名墓及び「白子組並びに灘目の海難供養碑」などがある。


 













    谷中の寺（１）
    第十七話　谷中の寺


谷中の寺（１）


JR日暮里駅で下車。


そして、天王寺―本行寺―龍泉寺―観音寺―長安寺―養泉寺―功徳林寺―初音山観智院―全生庵寺―福相寺―日蓮宗大円寺―瑞輪寺―長久院―西光寺と、歩き続けた。


 


１）天王寺


門をくぐると、左に身長4．8mの銅造釈迦如来坐像が見える。1690（元禄3）年に作られたこの像は「天王寺大仏」の名で親しまれている。
天台宗にして本尊は伝教大師の作の毘沙門天を安置している。


当寺は日蓮宗にして宗祖上人を開山とし、日長上人中興。


元禄年中故ありて台宗に改められ、五重塔はじめ当寺中興日長上人建立あったが、明和九年（1772）の火災に、よって寛政（1789-00）の再建。
　その後1791年に再建されたものが1908年に東京都に寄付されたとのこと。


この再建五重塔は1957年放火無理心中事件で焼失し、現在は跡のみが「史跡」として残っている。


今まで見たことのない変った石仏があった。


　２）本行寺


日蓮宗のお寺。


太田道灌の孫の太田資高が大永6年（1526）に江戸城内平河口に建立し、江戸時代に神田、谷中を経て、宝永6年（1709）に現在の地に移転した。 
　景勝の地であったことから「月見寺」とも呼ばれており、風流を好む江戸の文人墨客が集まったことで知られているようだ。 
　20世日桓（号一瓢）が小林一茶と親交があり、境内には、一茶の句碑のほか種田山頭火の「ほっと月があるのに東京に来てゐる」の句碑がある。


 


３）龍泉寺


　火灯窓（かとうまど）を持った立派な本堂がある。


また、妙鶴観世音菩薩が大事に小屋に祀られていたのが、何とも嬉しかった。


説明の看板が見当たらない。


また、ネットにも詳しいことが載っていない。


 


【火灯窓：主に、寺社建築・城郭建築・住宅建築などに見られる、上枠を火炎形（火灯曲線）に造った特殊な窓のこと）】


 


４）観音寺


　真言宗観音寺は、享保元年（1676）に改称するまでは長福寺といった。


　四十七士と因縁がある寺のようだ。


当寺六世の朝山大和尚は赤穂浪士の近松行重と奥田行高と兄弟であった為、数々の便宜をはかり寺内でしばしば浪士らの会合が開かれたという。


　本堂右側にある塔は、上部に仏像を表わす梵字、下部に宝きょう印陀羅尼経・宝永（1704－1710）の年号と朝山の名を刻み、四十七士慰霊塔として古くから伝えられており、訪れる人も多いようだ。


　右に太子堂と書かれたお堂がある。


奥に行くと、多くの石仏がコンクリートの構築物の上に（２ｍぐらいの高さ）置かれている。


　見上げて見る石仏も驚きである。


寺の僧がそこに向かって米をまいているので何をしているのかと思ったら、すぐ多くの雀が集まって来た。


　また府内八十八ヵ所の内第四十二番の札所でもあるようだ。


 


５）長安寺


長安寺の開基は、寛文九年（１６６９）とされ、同寺に残る板碑は、開基をさかのぼることおよそ４００年も前である。


長安寺開基以前、この地には真言宗の寺があったと伝えられ、これらの板碑と何らかの関連があったと思われる。


死者の菩提を弔うため、あるいは生前に自らの死後に備えて供養を行うために建立した。


塔婆の一種。板石塔婆・青石塔婆ともいう。


長安寺には、鎌倉時代の板碑三基・室町時代の板碑一基がある。


関東地方では、秩父地方産の緑泥片岩（柔らかいから）を用い鎌倉時代から室町時代まで盛んに造られた。
また、五百位羅漢のいでたちの石仏、若干気味が悪かった。


 


（狩野芳崖墓）


　明治初期の日本画家で、文政十一年（１８２８）長府藩御用絵師狩野
晴皐の長男として、長門国長府（現・山口県下関）に生まれる。
十九歳の時江戸に出て、狩野勝川院雅信に師事。橋本雅邦とともに勝川
院門下の龍虎とうたわれた。
　芳崖は狩野派の伝統的な筆法を基礎としながら、室町時代の雪舟・雪村の水墨画にも傾倒、さらには西洋画の陰影法を取り入れるなどして、独自の画風を確立した。その代表作「悲母観音図」「不動明王図」（ともに東京芸術大学蔵）はいずれも重要文化財のようだが、私は見たことが無い。
　明治二十一年、天心・雅邦等とともに東京美術学校（現東京芸術大学美術部）の創設に尽力したが、残念ながら開校間近の同年十一月、六十一歳で没した。
　墓所は当寺墓地の中ほどに妻ヨシとともに眠る。















    谷中の寺（２）
    谷中の寺（２）
６）安立寺


　今回は行けなかったが、以下紹介するように由緒あるお寺のようだ。　


創建：寛永7年(1630)　京都の本法寺（開山日親）を本山とし、寛永7年(1630)に本法寺十六世鶴林院日養上人によって創建された。


当寺は、茶道江戸千家初代宗主川上不白の菩提寺である。


不白は、安永7年（1778)に、数年前の江戸大火にて半焼した惣門を建立寄進。


現在安立寺本堂正面に掲げられる扁額「常親山」は不白の筆跡で当時は総門に掲げてあった。


 天明元年（1781）には既にあった開山日親堂を修理し、さらに日親堂の後方に三畳の草庵茶室「不白堂」を建てたとのこと。


 


６）養泉寺


日蓮宗、文禄年間（１５９２－１５９６年）創建とのことだが、他には詳細不明。


長清殿そして、観世音菩薩が小屋に二つ安置されていた。


 


７）功徳林寺


谷中のお寺巡りはここの稲荷に来ることであった。


現在、創作広場に時代小説として「大江戸美人揃え」という駄作を書いているのだが、その中で笠森お仙の話出している。


鈴木春信が描いた錦絵の中のお仙、どんな所で水茶屋の仕事をしていたのか興味をそそられた。


あいにく、功徳林寺は工事中だったが、新しく作られた稲荷社は見ることができた。


功德林寺は明治１６年に新設された浄土宗の寺院、当地が笠森稲荷の旧地であった縁から、戦後境内にお稲荷さんを祀ったとようである。


 


８）初音山東漸寺觀智院


初音山東漸寺觀智院は、もと醫王山東漸寺圓照院といい、慶長１６年（１６１１）二月十五日、照譽法印によって江戸神田北寺町に開創。　江戸における弘法大師ゆかりの寺々を巡拝する、いわゆる霊場巡拝の慣わしは、元禄中年（1688〜1703）の中頃から始まったと伝えられ、「御府内21ヶ所」はその最初の巡礼路といわれている。　江戸府内88ヶ所霊場巡拝は四国88ヶ所霊場を写したもので、觀智院は第63番霊場札所となっている。


本藤の左側に不動堂が建っている。


安永8年（1779）、不動堂が建立され、興教大師（覚鑁）の作と伝えられる五大明王像が安置されている。


　不動明王は火を観想して動ぜず、あらゆる障害を焼きつくす大智の火を身から発するといわれ、大日如来の使者となって、悪を断じ、善を修して真言行者を守る役割になっている。


９）大円寺


千駄木駅から谷中方面に通じる三崎坂（さんさきざか）を上がっていくと、左手に大円寺という寺があり、境内にお仙と春信の碑が建っている。


お仙の碑文を書いたのは、永井荷風である。


大正８年（1919）のことで、私だけでなく、荷風も伝説の美人お仙にすっかりほれ込んでいたようである。


 


１０）西光寺
開基は藤堂高虎。
慶長八年（１６０３）妙音院宥義（佐竹義篤の次子）が幕府から寺地を給せられ神田北寺町に開山。慶安元年（１６４８）寺地収公されたので、現地に移り。佐竹修理太夫義隆が堂舎を再建。
新義真言宗、境内二千二百九十四余坪のほかに、寛永寺中堂領、年貢米地一反一畝を添地とした。


江戸期には、秋田藩（秋田市）佐竹家・伊勢津藩（三重県津市）・藤堂家の祈願寺であり俗に韋駄天寺と呼ばれている。


寺内の両側には大小の石仏が多く並んでいて見ごたえがある。


 


そして、谷中の墓地にある徳川義信の墓所によって、帰路に着く。













        第十八話　広福寺


小田急線「向ヶ丘遊園駅」南口下車、徒歩10分で、広福寺に着く。


広福寺は枡形城址の北側のふもとにある寺院で、その門には「稲毛領主菩提寺　稲毛館跡」と書かれた扁額が懸けられています。
　承和年間（834～848）に慈覚大師によって開かれた後、鎌倉時代に長弁阿闍梨によって中興されたと言われています。現在は真言宗豊山（ぶざん）派に属し、準西国稲毛三十三所観音札所第1番となっています。
　本堂には本尊の木造五智如来坐像（桃山時代作）が安置されていますが、神奈川県下で五智如来がそろって残っているのは、非常に稀です。
　境内にある収蔵庫には、神奈川県の重要文化財に指定されている木造聖観音立像及び木造地蔵菩薩立像が安置されています。
　観音像は、像高159.3cm、寄木（よせぎ）造、玉眼（ぎょくがん）で、髻（もとどり）を高く結い、右手は肘をまげ掌を前に向けて胸の前に置き、左手は肘を曲げて蓮華を持ち、やや細めの躰に条帛（じょうはく）と裳（も）をまとって直立する通常の観音像に造られています。　


制作年代は、高く結い上げた髻やすっきりまとめられた衣文などの特徴から鎌倉時代末から南北朝時代と考えられています。
　地蔵像は像高142.9cm、一木造、彫眼で、右手に錫杖（しゃくじょう）を持ち、左手には願いをかなえてくれる如意宝珠（にょいほうじゅ）を持つ僧形の地蔵像の姿に造られています。
　 制作年代は、胸をU字状に開き、衣文を単純に表現しているところから藤原時代（894～1180）と考えられています。
　また、広福寺の寺地は、源頼朝の有力御家人の一人であった稲毛三郎重成の館跡ともいわれており、本堂内には木造稲毛重成坐像（桃山時代作）が祀られているほか、観音堂の裏には重成の墓といわれている五輪塔が伝えられている。


 













        第十九話　五島美術館


二子玉川から大井町線の車窓から石仏を何回も見ていたのでいつか行きたいと思っていた。


場所はなんとなく分かっていたのだが、廻り道をしてしまった


まさか、五島美術館の庭園だとは気がつかなかった。


美術館の展示は見ずには見ずに１００円払って庭園に行く。


美術館は確か７００円と書いてあった。
 上野毛～二子玉川の広大な庭園は、手入れの行き届いた高台の日本庭園と、斜面から成る自然庭園とに大別できる。


 自然庭園には、如来像や、池、茶室、等が配された散策路となっている。


燈籠、石仏の多いこと驚きである。


展示場は館蔵の茶道具の展示をしているようだった。


なかなか、見ごたえのある庭園であった。


春と秋は素晴らしい景色がみられるのでは。













        第二十話　沢庵の東海寺


　拙い私の時代小説「天啓」に、沢庵禅師が何度か登場してもらっているので、いつか東海寺に詣でなければと考えていた。


京浜急行　新馬場駅にて下車、目黒川を渡って、数分ほど歩くと東海寺に着く。


東海寺は、


　臨済宗大徳寺派、万松山。臨済宗京都紫野大徳寺の末寺。


開創、寛永15年（1638）。開山、沢庵宗彭。


徳川家光が沢庵にと言って建てさせた寺である。


明治維新後は、将軍家や大名家の支援が無くなり東海寺の財政基盤が破綻し、瞬く間に衰微したとのこと。


現在の東海寺は旧塔頭の玄性院が寺号を引継いだもので，境内も旧玄性院の境内で、当初よりかなり狭いようだ。


　沢庵は、あの世できっと残念がっているだろう。


梵鐘 は元禄5年（1693年）のもので風格がある。


山門をまっすぐ行くと突き当たりに、原爆慰霊碑 がある。


 広島、長崎の原爆慰霊祭は、東京では東海寺にある原爆慰霊碑の前で行なわれるようだ。


沢庵と賀茂真淵の墓は寺の西方の東海寺大山墓地にあるそうだが、場所を間違え残念ながら、たどり着けなかった。


情けない！













        第二十一話　湯島天神の梅まつり


JR山手線御徒町駅より１０分ぐらい、または東京メトロ湯島駅から５分で天神様に着きます。


受験の神様で有名です。


また、


　泉鏡花の婦系図(おんなけいず)、映画では、『婦系図　湯島の白梅』な中で有名なフレーズ「別れるのはいや、いっそ死ねと言って」「空は晴れても心は闇だ」 。


そして、‘湯島の白梅‘昭和17年に発表された歌♪湯島通れ～ば思い出す、お蔦、主税の心意気♪  が有名です。


 


【由緒】


創建は古く、雄略天皇2年（458）と伝えられています。


太田道灌が再興、徳川家康は江戸入りの際、神領5万石を寄進しているとのこと。


菅原道真を祀るこの神社は、学問の神様としも有名です。


境内には銅製の鳥居や、迷子探しの奇縁氷人石があります。


また、江戸時代には谷中感王寺（天王寺）、目黒不動と並び3富と呼ばれ、幕府公認の富くじ（富突き）を発行したようです。今で言う宝くじでしょうか。


新派の記念碑や鏡花の筆塚もあります。













        第二十二話　品川　本光寺


京浜急行　新馬場駅にて下車、目黒川を渡る手前、道路に面した位置にある。


この寺は日什上人が創建されたということで、別格本山の称号がある。
　日什上人は天皇や将軍などの権力者に正しい仏法たる法華経の真意を披瀝することが第一と考えられ、数度にわたつて京都に上洛し奏聞を企てた。


当山開創の縁起は永徳二年(1382)にさかのぼる。


同年、什租は、当時で古刹・隋応庵を改宗して法華の道場とし、至徳二年(1385)、本光寺が創建された。


　往時、境内は６３５０坪を有し、古松が多く、将軍立寄りの「松の寺」ともいわれた。
山門・中門・鬼子母神堂・鐘楼堂・土蔵を擁し、塔中三ケ院があつたようだが、


今は元塔中の清光院(現在・清光寺)のみをのこす。
　寛永十九年(1642)二月十六日、徳川三代家光が当寺に威臨の折、芝増上寺僧・意伝と十八世日啓上人が念仏無間の問答対論をし、意伝遂にその理に屈したという。


以来、品川問答の旧跡として世に知られる。


その時の将軍側侍として、酒井讃岐守忠勝・堀田加賀守正盛・朽木民部少輔植綱・東海寺澤庵和尚の名が伝えられている。


　安政二年(三十五世・日応代)の大震災により土蔵を失い古記録・寺宝の大半を逸失した。　大正十一年第一京浜国道改修により、また、大正十五年(四十一世日誓代)には、目黒川の湾曲改修にり本光寺墓地を目黒川が貫通、こうした都市整備事業により、境内は大幅に縮小。また、関東大震災により本堂半壊、庫裡全壊の厄に遭い、大正十五年、ようやく修復された。
建造物としては古いものは見当たらないが、往時の面影がなんとなく感じられるお寺である。














        

第二十三話　初春の鎌倉


 


１）宝戒寺（ほうかいじ）


宝戒寺は鶴岡八幡宮三の鳥居前の道（横大路）を右に行ったところにある。


建武２年（１３３５）、滅亡した北条氏の霊を弔うため、後醍醐天皇が足利尊氏に命じてこの地に寺を建立させたとのこと。


しだれ梅が、きれいに咲いていました。


（由緒）


天台宗の寺院。山号は金龍山。詳名を金龍山釈満院円頓宝戒寺と称する。


境内には太子堂や得宗権現社などがあり、正面の本堂には本尊地蔵菩薩坐 像が安置されているようである。


萩の寺としても有名である。


 


２）鶴岡八幡宮


河津桜が一本あり、綺麗に咲いていました。


（由緒）


康平6年（1063年）8月に河内国（大阪府羽曳野市）を本拠地とする河内源氏2代目の源頼義が、前九年の役での戦勝を祈願した京都の石清水八幡宮護国寺を鎌倉の由比郷鶴岡）に鶴岡若宮として勧請したのが始まり。


永保元年2月には河内源氏3代目の源義家（八幡太郎義家）が修復を加え、


治承4年（1180年）10月、平家打倒の兵を挙げ鎌倉に入った河内源氏後裔の源頼朝は、12日に宮を現在の地である小林郷北山に遷す。


以後社殿を中心にして、幕府の中枢となる施設を整備していった。


建久2年（1191年）に、社殿の焼失を機に、上宮と下宮の体制とし、あらためて石清水八幡宮護国寺を勧請した。


承元2年（1208年）には神宮寺が創建される。


源頼朝が鎌倉幕府を開いた後は、源義家が勧請した経緯もあり、武家の崇敬を集めた。 


鎌倉幕府衰退後は、一時衰退したが、江戸時代に入ると徳川幕府の庇護を受け、仁王門、護摩堂、輪蔵、神楽殿、愛染堂、六角堂、観音堂 法華堂、弁天堂等を建築し、徳川家光の治世に薬師堂、鐘楼、楼門なども建てられた。また境内には、方五間の多宝大塔、東照宮も存在したが廃仏毀釈などで破壊されたようである。


また、日本の神社で初めて賽銭箱を置いたとされているのには驚かされた。


 



 


 













        第二十四話　虎ノ門金刀比羅宮


 


　地下鉄銀座線、虎ノ門駅下車し、徒歩数分。


ビルの狭間にこの神社は存しています。


 


珍しい空間です。


 


虎ノ門金刀比羅宮は東国名社のひとつです。


 


御祭神は、大物主神および、崇徳天皇。


 


創祀は万治三年（一六六〇）讃岐丸亀城主　京極高和の時邸を愛宕下に移し、同時遷座　延寶七年（一六七九）です。


 


江戸市民の熱烈なる要請に応え、毎月十日に限り邸内を開き、参拝を許可しました。


 


当時は“金刀比羅宮ら大権現”と称されていましたが、明治二年(一八六九)、神仏分離の神祇官の沙汰により事比羅神社に、明治二十二年(一八八九)には金刀比羅宮に社号を改称し現在に至ります。


 


御神威愈々広く、大衆の信仰として親しまれ、ご神徳は『豊漁万帆』、『海陸安穏』、『福徳守護』。


 


境内には、「百度石」と書かれた石があるが、これは、いわゆる「お百度参り」の際に用いられたもので、神殿とこの石の間を往復して願を掛けました。江戸時代では特に病気治癒の願掛けが多かったようです。


 


大祭：十月九日・十日、初こんぴら：一月十日、縁日：毎月十日


 


＊大物主神（おおものぬしのかみ）


　大国主神と少名彦神が国造りの際、事を為す前に少名彦神が海の彼方の常世の国に渡ってしまい大国主神が嘆いていたところ、遠い沖合いから海原を照らして光り輝きながら近寄ってきた、その神様が大物主神です。大和の三諸山(三輪山)にお祀りされた神様で、後に讃岐国の金刀比羅宮(本宮)に顕現されました。


　大物主神とは「神々の中でも最も偉大なる力を持つ神」という意味の神名であり、海陸安穏・五穀豊穣・万民泰平、国や人々に平安をもたらす神様です。


 


＊崇徳天皇（すとくてんのう）


　崇徳天皇は鳥羽天皇の皇子で、保安四年（一一二三）に第七十五代の天皇として即位され、永治元年（一一四一）に上皇になりました。


　保元元年（一一五六）の保元の乱の厄により讃岐国へ遷られ、象頭山中腹に鎮座する金刀比羅宮(本宮)を日夜、崇敬された。


　四十六歳で崩御、翌年の永万元年（一一六五）、その不遇な生涯と崇敬の篤さを偲び、金刀比羅宮(本宮)の相殿にお祀りされることになったようです。













        第二十五話　深大寺とゲゲゲの鬼太郎


京王線のつつじヶ丘下車、深大寺行のバスに乗り、十数分ぐらいで神代植物公園を通り過ぎ、深大寺に着く。


結構人が多い、なぜかゲゲゲの鬼太郎の人形が出迎えてくれる。


あのＮＨＫの朝ドラの場所なのか。


まったく見ていないので良く分からなかった。


蕎麦屋が多い。


深大寺そばである。


山門をくぐると、石仏が左右にあり、右側の石仏は、古そうなものと新しいものとが混在していた。


またその手前に鐘楼が建っていた。


正面は本堂、説教が始まっていた。


一応、全部見てから、意外に近い神代植物公園に深大寺口から入場、500円也。













        第二十六話　経堂界隈の社寺


 


小田急線、経堂駅で下車。


駅前の商店街を歩いて数分、福昌寺に着く。


門の前の右側に大きな六地蔵が並んで迎えてくれた。


それから数歩、歩くと右側の狭い路地に十一ほど小さな石仏が並んでいた。


福昌寺、曹洞宗、常徳院の末寺で山号を経堂山という。


寛永八年（一六三一）開山、　開いた玄甫（げんほ）和尚は寛永八年（一六三一）没というから歴史は古い。


江戸幕府の医師、松原土佐守弥右門の建立。


境内に入ると、小屋に入った庚申塔が大事におさまっていた。


彼は屋敷に多くの書物を持っており、僧を多く入れて寺にしたので土地の人は‘経堂’と呼ぶようになったと言われている。













    二十八話　東京の秋（赤坂～新宿御苑～都庁）
    あと二か月で今年も終わりに、早いものです。


暑い夏が終わり、秋かと思ったらもう冬の声が聞こえてきました。


一昨日、赤坂迎賓館の庭園見学、新宿御苑、そして都庁の展望台と渡り歩いてきました。


迎賓館、初めて近くで見ましたが、ベルサイユ宮殿のようにシンメトリーにたたずんでいました。


屋根には、兜をかぶった武士が東と西に鎮座して、それぞれ狛犬のように、あんうんでした。


建物の中に入るチャンスが一年で一度あるようで、来年はぜひ申し込んでみたいです。


さぞ美しい部屋がたくさんあるでしょうね。


ボランティアの方が説明されていたので、よく理解できました。


そして、新宿御苑。温室の美しい花々、そして丹精込められたいろいろな菊、綺麗でした。


暗くなってきたので、都庁の展望室から夜景を見たくなり、上ってきました。


思ったより、ビル群は暗いのに驚きました。


まだ、節電しているのでしょうか。


でも綺麗でしたよ。


外国の方も結構見かけました。


新宿駅に行く途中に、ビルの一角で菊展が開かれていました。


綺麗というより美しさが勝っていました。
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    （一）日本橋
    [image: ][image: ]2014年8月15日、今日は終戦記念日。昨日から盆休みをとっている。


親類に佃煮を送るために日本橋の「鮒佐」という店に行く。


駅からすぐと思っていたのがなかなか見つからずに、とうとう文明堂の店に入って場所を聞いた。


店の女子が丁寧に地図を取り出し調べてくれたところ、やはり近くにあることが分かった。


しかし、近くでもすぐにわからなかった。


と見つけたところは、小さな間口の店であった。


買い終わって、昼飯にしようと店を探したが、なかなか決まらずやっと「大勝軒」という中華料理店。


Ｂ定食を頼み、ラーメン、ライス、餃子を食べた。


 













    （二）靖国神社
    九段下で降りて、靖国神社へ。


若い人も多い。


集団的自衛権の問題意識があるのだろうか。


15時に参拝。昨年より参拝に並ぶ時間がかかった。
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    （三）千鳥ヶ淵
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千鳥ヶ淵の戦没者墓苑に向かう。


さすがに暑い。足も痛くなってきたがもうひと踏ん張り。


春の桜の千鳥ヶ淵、静かさが水面にも。


人通りが靖国神社とちがいまばらだ。


なぜこちらにもみな足を向けないのだろうか。


毎年そう思う。


 


世界から戦争がなくなるよう祈ってきました。


 


 













    第三十二話　ひまわりの里
    ＪＲ相武台下駅で下車し、歩いて15分ぐらいでひまわりの里に着く。


満開の時期もそろそろか。


私の今年の夏もこれで終わり。
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    第三十三話　鶴岡八幡宮から稲村ケ崎
    平成26年9月14日（日）


三連休の真ん中、最近にしては晴れていたので久しぶりに鎌倉を訪れた。


鎌倉駅で下車すると人人人で大混雑。


こんなに混んでいようと想像していなかった。


 


【宝戒寺】


まずは、若宮大路を八幡様に向かって歩き信号を右に曲がってまっすぐ歩くと突き当りが宝戒寺。
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この寺は萩が有名、しかし、萩はまだ咲き始めたところだった。
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【鶴岡八幡宮】


そして、八幡様にお参り。


秋のお祭りも行われていました。
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静御前が舞った舞台といわれています。
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何年か前に大イチョウが倒れました。その一部を再び植生していますが、だいぶ大きくなってきました。
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 【若宮大路】


 鎌倉の銘菓の老舗です。
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【由比ヶ浜】


 若宮大路をとおって、道を真っ直ぐ歩くと由比ヶ浜にでます。
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海の家を解体していました。夏も終わりです。
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海の香りを嗅ぎながら、稲村ケ崎に向かって30分ほど歩きます。


[image: ]


[image: ]


先に見える岬の裏側が稲村ケ崎にある公園です。


[image: ]


 


【稲村ケ崎】


何回か来ていますが、今日は富士山が見えません。


江の島との夕景をご覧ください。
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    　秋のばら苑
    小田急線「向ヶ丘遊園駅」を下車し、徒歩12分ほどで生田緑地のばら苑に着きます。入場料の無料がいいです。春と秋それぞれ楽しめます。


10月11日の写真です。まだこれからのようです。
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    菊薫る文化の日
    2014年11月3日ぶらりと大船のフラワーセンターに行きました。


なんと菊の展示がたくさんあり、もうこのような季節になったのかと改めて気が付きました。


このフラワーセンターはＪＲ大船駅から歩いて15分ぐらいでしょうか。入場料は360円でした。


温室もあり、熱帯植物も見て楽しめます。


 


大船の観音様。
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途中で六地蔵に出会いました。
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入園します。
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野外音楽をやっていました。
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温室に入ります。
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藤沢駅から江ノ電に乗り稲村ケ崎へ
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    （一）紫陽花と羅漢の寺　浄慶寺
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    （二）長尾の紫陽花寺
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    向日葵は小さかった
    7月23日からひまわり祭りとのことで、すいているかと思っていったら、駐車場もまだできていなく、苦労しました。


近くの高校には、なでしこジャパンの選手が出たとのことで、横断幕が掲げているところでした。


明日からの来場者用にとのことなのでしょうか。
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座間キャンプの飛行機？
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丹沢でしょうか。
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暑いさなか、熱中症に気を付けて
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    第三十八話　建築の世界へ「東京国際フォーラム」
    [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]東京の有楽町にある東京国際フォーラムに行ってきました。


なにしろ大きい鉄骨造の建物でした！
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    横須賀港
    小学生時代に横須賀に行ったことがあると記憶しています。五十年余の二度目の横須賀です。


船に乗って、潜水艦や、イージス艦そしてアメリカの空母をしっかり見た来ました。
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    網走刑務所近辺 　2016年10月10日
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網走を後にして、原生花園で小休止
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    フレぺの滝周辺
    フレぺの滝まで
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フレぺの滝
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ふれぺのたきからの帰り道













    知床五胡
    知床一から五胡
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    オシンコシンの滝
    オシンコシンの滝です。
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    天国に続く道
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    神の子池
    神の子池
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    摩周湖
    摩周湖に行く前に阿寒湖に行きました。


10月12日（2016年）なのにオンネトーで雪が降ってきたのには驚きました。
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摩周湖です。


ここは天気が良かったです！
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    硫黄山そして最後に屈斜路湖
    硫黄山
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夕闇の中の屈斜路湖
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        大磯港
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旧吉田邸
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旧三井別荘
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    2017年2月15日　川越にて
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    2017年2月18日　湯河原にて　
    独歩の湯
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湯河原梅林
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    神代桜
     


樹齢約2000年といわれるこの桜は、実相寺境内南側にあり、根本の周囲は１３．５ｍ、目通り幹囲１０．６ｍと、日本一の古さと大きさを持つ桜として、日本の三代桜（山高の神代桜、根尾谷の淡墨桜、三春の滝桜）の１本である。大正１１年１０月に国指定天然記念物に指定されている。　


 


日本武尊が東夷征定の折りにこの地に留まり、記念にこの桜を植えたのだという。 


 


その後、日蓮聖人がこの木の衰えを見て、回復を祈ったところ再生したため、「妙法桜」ともいわれている。 


 


今から2000年前はというと、西暦1世紀で日本では、倭奴国王が後漢に遣使を送り、光武帝から漢倭奴国王金印を受けたころでまた、海外ではキリストが処刑されたころのようである。


 


2000年間を生き続けてきたことへの驚き、逞しさそして、この間の歴史を少しではあるが思い浮かべさせてくれるこの桜は、また他の桜とは違った美しさを感じるのである。
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    2017年4月19日三春の滝桜
    千年の歴史をかいくぐってきた三春の桜。
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    2017年4月19日不動の桜
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    2017年4月20日 あでやかな桜
    二本松城の桜
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